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日 時 令和８年４月 11 日（土）午後３時から 

会 場 村上市教育情報センター 視聴覚ホール 

 

 

 

 

 

市民協働のまちづくりロゴマーク 

“パートナー” 

まちづくりの理念 

城下町村上の個性と支え合いが暮らしの中にあり、 

次世代も安心して住み続けられる環境のあるまちをつくる 



 

 

村上地域まちづくり協議会 

令和８年度 通常総会 次第 

 

１．開 会 

 

 

２．会長あいさつ 

 

 

３．来賓紹介 

 

 

４．景観・環境美化活動表彰 

 

 

５．感謝状贈呈（専門部会員） 

 

 

６．議長及び議事録署名人の選出 

 

 

７．資格審査報告 

 

 

８．議事 

  第１号議案 令和７年度事業報告及び収支決算について 

 

  第２号議案 令和８年度事業計画及び収支予算（案）について 

 

  第３号議案 役員の承認について 

 

  第４号議案 規約改正について 

 

９．議長退任 

 

 

10．閉 会 
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第１号議案 

 

令和７年度事業報告及び収支決算について 

 

 

令和７年度事業報告及び収支決算について、別紙のとおり承認を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月 11 日 提出 

 村上地域まちづくり協議会 

  会長 木村 三男 

   

令和８年４11 日 議決 

 村上地域まちづくり協議会 

  総会議長 髙橋 悟 

 



（１）総会

事　業　名 実施日 参加者 備　　考

1 令和７年度通常総会 ４月20日（日）
代議員

56
代議員（出席35、委任状21）、来賓５、役
員・部会員30、傍聴８、事務局２

（２）役員会等

事　業　名 実施日 参加者 備　　考

1 令和６年度監査 ４月２日（水） 2 令和６年度事業及び会計監査

2 第１回正副会長・部会長会議 ４月15日（火） 7
・土日祝日の「土間ん中」運営について
・令和７年度通常総会の運営について

3 第１回役員会 ６月４日（水） 15
・令和７年度地域づくり支援事業（第２
次申請）の審査

4 第２回役員会 9月22日（月） 16

・令和７年度事業経過報告及び今後の
事業予定等について
・予算執行状況について
・第４次村上地域まちづくり計画につい
て

5 令和７年度会計 中間確認 10月９日（木） 2 令和７年度事業及び会計の中間確認

6 第１回正副会長会議 11月21日（金） 3

・令和７年度予算執行状況について
・令和８年度通常総会について
・第４次村上地域まちづくり計画の策定
について

7 第３回役員会 12月17日（火） 14

・令和７年度事業経過報告及び今後の
事業予定等について
・予算執行状況について
・元気づくりプロジェクト事業について
・令和８年度通常総会について
・第４次村上地域まちづくり計画につい
て

8
第１回正副会長・正副部会長
合同会議

１月30日（金） 11
・令和８年度役員体制について
・令和８年度通常総会について

9 第４回役員会 ２月25日（水） 18

・令和７年度事業経過報告及び今後の
事業予定等について
・予算執行状況について
・令和８年度元気づくりプロジェクト事業
について
・積立金の名称等の変更について
・令和８年度通常総会について
・令和８年度役員体制について

10 第２回正副会長会議 ３月12日（木） 3
・令和８年度事業計画（案）について
・令和８年度役員体制について

令和７年度　村上地域まちづくり協議会　一般経過報告

2



11 第５回役員会 ３月17日（火） 17

・景観・環境美化活動の表彰審査
・令和８年度地域づくり支援事業（第１
次申請）の審査
・会長、副会長及び監事の選出につい
て
・専門部会長及び専門部会副部会長
の選任について
・令和８年度通常総会　議案書の確認
・令和８年度通常総会の運営について

（３）各部会の事業
①環境整備部会

事　業　名 実施日 参加者 備　　考

1 市役所前花壇整備① ４月５日（土） 9 花ボランティアの会との協働（除草）

2 第１回環境整備部会 ４月10日（木） 9
・自然体験イベントについて
・530（ごみゼロ）運動の取組について

3
村上駅前ロータリープランター
整備

４月20日（日） 6
村上ロータリークラブとの協働（プラン
ターの修繕、花植え等）

4 自然体験イベント ５月10日（土）

参加者
28

スタッフ
16

・山居山の散策、タケノコ掘り体験
・竹製食器の作製体験
・昼食会（タケノコ料理）

5 市役所前花壇整備② 5月19日（月） 23
花ボランティアの会との協働（除草、花
の抜き取り）

6 お城山一斉清掃 ５月24日（土） 6
お城山の山野草を守る会との協働（除
草、整備活動）

7
530（ごみゼロ）運動にちなん
だ道路周辺の清掃及び環境
整備

5月27日（火）

自治会20
事業所3
高校22
行政6

部会10

市道南線（県立村上桜ヶ丘高校、飯野
二丁目、市都市計画課）
市道飯野門線（上町、二之町、三之
町、市建設課）

8 市役所前花壇整備③ ５月29日（木） 13
花ボランティアの会との協働（花の植
栽）

9 まいづるガーデン整備① ６月６日（金）
小学校40

部会9 村上小学校児童との協働（花の植栽）

10
景観形成に向けた生垣等の整
備促進

６月14日（土）
自治会4

部会8 山頭火歌碑周辺の生垣、庭木の整備

11 市役所前花壇整備④ ７月１日（火） 16 花ボランティアの会との協働（除草）

12 第２回環境整備部会 ７月24日（木） 9

・秋の花一輪挿し運動について
・930（草ゼロ）運動について
・環境フェスタ村上2025への出展につ
いて

13 市役所前花壇整備⑤ ８月１日（金）
組合11
部会８ 村上市職員組合との協働（除草）

14 まいづるガーデン整備② ８月28日（木） 8 除草

15 まいづるガーデン整備③ ８月30日（土） 8 除草

16
秋の花一輪挿し運動準備①
花器作製用の竹切り出し作業

９月６日（土） 10
・市内古渡路地内
・約250本作製分の切り出し
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17
秋の花一輪挿し運動準備②
竹製花器作製作業

９月８日（月）～
９月11日（木）

延べ22
竹製花器の作製（県立村上桜ヶ丘高等
学校との協働）

18
秋の花一輪挿し運動
花の配布①

9月14日（日）～
９月15日（月）

240
セット

・運動の花配布（上町町屋広場）

19 秋の花一輪挿し運動
9月15日（月）～
10月15日（水）

20 市役所前花壇整備⑥ ９月19日（金） 13 花ボランティアの会との協働（除草）

21 お城山外来種駆除活動 9月20日（土） 3
お城山の山野草を守る会との協働（整
備活動）

22 種川クリーン作戦 ９月21日（日） 7 地域の環境美化活動に参加

23
930（草ゼロ）の日環境整備活
動（市道南線環境整備）

９月27日（土） 28
田端町区、商工会議所青年部、沿線
事業所との協働

24
花一輪挿し運動　花配布
村上小学校への事前説明
（出前授業）

９月29日（月） 1
・秋の花一輪挿し運動花配布について
事前説明
・６年生への出前授業

25
秋の花一輪挿し運動
花の配布②

10月２日（水）
240

セット
・運動の花配布（上町町屋広場）
・村上小学校との協働

26 環境フェスタ村上2025 10月５日（日） 8
・活動紹介ブースの出展
・ブース来場者約350人

27
落ち葉回収ボックスの設置作
業

10月14日（火） 2 地域内３か所（ケヤキ用）

28 市役所前花壇整備⑦ 10月30日（木） 13
花ボランティアの会との協働（花の抜き
取り）

29 生成腐葉土の配布 11月８日（土） 8 上町町屋広場

30 市役所前花壇整備⑧ 11月12日（水） 12
花ボランティアの会との協働（花の植
栽）

31
生垣・庭木の整備活動（村上
南小学校）

11月27日（木） 9 村上南小学校校庭の冬囲い

32 まいづるガーデン整備④ 11月29日（土） 4 片付け作業

33
落ち葉回収ボックスの撤去作
業

12月６日（土） 2

34 第３回環境整備部会 ２月２日（月） 10
・春の花一輪挿し運動について
・景観・環境美化活動表彰の推薦につ
いて

35
春の花一輪挿し運動準備①
花器作製用の竹切り出し作業

２月13日（金） 13
・市内古渡路地内
・約200本作製分の切り出し

36
春の花一輪挿し運動準備②
竹製花器作製作業

２月1６日（月）～
２月18日（水）

延べ
34

竹製花器の作製

37
春の花一輪挿し運動
花の配布①

２月27日（金）～
２月28日（土）

240
セット

運動の花配布（土間ん中）

38 春の花一輪挿し運動
３月１日（土）～
４月３日（木）

39 第４回環境整備部会 ３月５日（木） 10

・景観・環境美化活動表彰の推薦につ
いて
・令和７年度事業評価、令和８年度事
業計画案の検討
・正副部会長の選出について

40
春の花一輪挿し運動
花の配布②

３月15日（日）～
３月16日（月）

240
セット

運動の花配布（土間ん中）
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②伝統文化部会

事　業　名 実施日 参加者 備　　考

1 城下町村上探検ガイドの頒布 通年

2 第１回伝統文化部会 ４月８日（火） 11 お祭り体験講座について

3 お祭り体験講座 ４月26日（土） 130
・おはやし体験
・乗り子・曳き廻し体験
・（協力町内：肴町区）

4 伝統文化の発信・ＰＲ ７月７日（月）
村上大祭屋台巡行生配信（（株）海山
企画）への支援

5 第２回伝統文化部会 ９月18日（木） 9
・城下町探検ウォークについて
・城下町探検ガイド（Ⅸ、新刊）の発行
について

6
城下町探検ウォーク
～城下町村上の稲荷さまめぐ
り　part３～

10月26日（日）
参加者７
スタッフ

８

・稲荷神社や城下町の町並み（城門跡
等）の解説付き巡行（むらかみ出前講
座）
・千松山への松の記念植樹（西奈彌羽
黒神社）

7
「村上祭の屋台行事」ユネスコ
無形文化遺産登録パブリック
ビューイングへの運営協力

12月10日（水）～
12月11日（木）

・ＰＶ会場の装飾品等の設置協力（村
上大祭ポスター、協議会のぼり旗等）

8 第３回伝統文化部会 12月16日（火） 8

・城下町探検ガイド（Ⅸ、新刊）の発行
について
・「村上祭の屋台行事」ユネスコ無形文
化遺産登録に関する情報
・令和８年度お祭り体験講座について

9 第４回伝統文化部会 ３月３日（火） 10

・令和７年度事業評価、令和８年度事
業計画案の検討
・お祭り体験講座について
・正副部会長の選出について

10
大工町区、庄内町区との打合
せ

３月９日（月） 5
・大工町祭屋台修繕記念曳き廻し行事
との連携取組について

11
城下町探検ガイドⅨ（新刊、村
上木彫堆朱としゃぎり屋台）の
発行

３月 ・新刊の発行

③生活安心部会

事　業　名 実施日 参加者 備　　考

1
あいさつ運動キャラクター缶
バッジ＆反射マスコット配布

４月４日（金） 2
村上小学校、村上南小学校　新入学
児童向け配布（村小40、南小31）

2
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営①

４月11日（金） 7 三の丸記念館

3
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営②

４月25日（金） 8 三の丸記念館

4
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営③

5月23日（金） 7 三の丸記念館
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5
第１回むらかみ互近所ささえ
～る隊会議

5月30日（木） 3
伊部副会長、事務局
（第２層会議）

6
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営④

6月13日（金） 6 三の丸記念館

7
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑤

６月27日（金） 9 三の丸記念館

8
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑥

７月11日（金） 7 三の丸記念館

9
第２回むらかみ互近所ささえ
～る隊会議

７月14日（月） 3
伊部副会長、事務局
（地区別会議）

10 第１回生活安心部会 ７月14日（月） 7

・令和７年度事業について
・村上南小学校おやじの会との連携協
力について
・防災啓発事業について（10.5環境フェ
スタ村上2025）

11
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑦

７月25日（金） 8 三の丸記念館

12
村上南小おやじの会との協働
事業（救命講習会、プールあ
そび）

７月27日（日） 44
・事業への参加、事業費の支援（備品
購入等）
・部会員３人参加

13 村上市防災士会との打合せ ８月21日（木） 4
環境フェスタ村上2025でのブース出展
内容打合せ

14
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑧

９月12日（金） 8 三の丸記念館

15
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑨

９月26日（金） 11 三の丸記念館

16 環境フェスタ村上2025 10月５日（日） 7
・防災啓発ブースの出展
・市防災士会との協働
・ブース来場者約350人

17
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑩

10月10日（金） 10 三の丸記念館

18
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑪

10月24日（金） 11 三の丸記念館

19
支え合いの仕組みづくりに向
けた座談会開催支援

11月８日（土）

参加者32
社協２
包括２

事務局２

久保多町区座談会に参加

20
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑫

11月14日（金） 18 三の丸記念館

21
村上市互近所ささえ～る隊
合同学習会

11月14日（金） 1 事務局

22
支え合いの仕組みづくりに向
けた座談会開催支援（事前打
合せ）

11月14日（金）

参加者７
社協１
包括１

事務局２

塩町区座談会の事前打合せ

23
支え合いの仕組みづくりに向
けた座談会開催支援

11月20日（木）

参加者14
社協３
包括２

事務局２

塩町区座談会に参加

24
第３回むらかみ互近所ささえ
～る隊会議

11月27日（木） 3
伊部副会長、事務局
（第２層会議）

25
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑬

11月28日（金） 9 三の丸記念館

6



26
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑭

12月12日（金） 1 三の丸記念館

27
令和７年度まちづくり協議会・
互近所ささえ～る隊意見交換
会

１月７日（水） 3 木村会長、事務局

28 第２回生活安心部会 １月８日（木） 9

・小学校トレッキングベルの更新につい
て
・小学校おやじの会との連携協力につ
いて

29
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑮

１月９日（金） 7 三の丸記念館

30
トレッキングベル「見守鈴（みま
もりん）」寄贈（村上小学校）

２月５日（木） 2
トレッキングベル（90個）寄贈
中山副部会長、事務局

31
トレッキングベル「見守鈴（みま
もりん）」寄贈（村上南小学校）

２月13日（金） 2
トレッキングベル（90個）寄贈
中山副部会長、事務局

32
村上小・村上南小おやじの会
合同事業　餅つき大会

２月14日（土） 150
・事業への参加、事業費の支援（備品
購入等）
・部会員５人参加

33
第４回むらかみ互近所ささえ
～る隊会議

２月18日（水） 2
伊部副会長、事務局
（第２層会議）

34
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑯

２月27日（金） 12 三の丸記念館

35 第３回生活安心部会 ２月27日（金） 6

・令和７年度事業評価、令和８年度事
業計画案の検討
・令和８年度部会員構成及び正副部会
長の選出について

36
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑰

３月13日（金） 9 三の丸記念館

37
村上市互近所ささえ～る隊　１
層２層合同研修会

３月17日（火） 1 伊部副会長

38
地域の茶の間「三の丸カフェま
ちなかま」運営⑱

３月27日（金） 6 三の丸記念館

④地域活性部会

事　業　名 実施日 参加者 備　　考

1
村上オリジナルサービス
「村紙バッグ」の作製、提供

通年
イベント等で余ったチラシを再利用し、
バッグ型の紙袋を作製し、拠点施設利
用者等に提供

2 第１回地域活性部会 ５月１日（木） 7
・今年度事業計画について
・他団体が主催するイベントとの連携に
ついて

3
地域イベントとの連携（中央商
店街振興組合主催、皐月の庭
と町屋通り巡り）

５月11日（日）
・地域イベントへの運営支援、イベント
会場にて協議会活動啓発チラシの配
布

4 第２回地域活性部会 ６月５日（木） 8

・第13回越後村上お地蔵様めぐり　スタ
ンプラリーについて
・村上キーホルダーについて
・村上大祭（本祭）時の土間ん中の対
応について

7



5
村上キーホルダー
村上南小学校への事業説明

６月27日（金） 1
・村上キーホルダーについて、事業説
明及び原画作成依頼

6
村上キーホルダー
村上小学校への事業説明
（出前授業）

７月２日（水） 2
・村上キーホルダーについて、事業説
明及び原画作成依頼
・６年生への出前授業

7
拠点施設でのＰＲ活動
（村上大祭本祭）

７月７日（月） 4

・村上大祭に係る拠点施設を活用した
ＰＲ活動
・村上大祭ガイドの印刷・配布
・村上茶のＰＲ、冷茶振舞い

8
第13回越後村上 涼風のお地
蔵様めぐり お地蔵様スタンプ
ラリー

7月19日（土）～
7月31日（木）

応募総
数538

・お地蔵様スタンプラリーの開催（地蔵
様４か所、九品仏２か所）
・応募箱の設置（地域内店舗等４か所、
土間ん中）

9 第３回地域活性部会 ８月６日（水） 6

・第13回越後村上涼風のお地蔵様めぐ
り　スタンプラリーの抽選、振りかえり
・地理学を題材とした新たな企画の検
討

10 第４回地域活性部会 10月６日（月） 8

・大学フィールドワーク誘致の検討
・校歌をテーマとした郷土意識調査の
検討
・土間ん中イルミネーションについて

11
にぎわいイベント準備
「土間ん中イルミネーション」設
置作業

11月８日（土） 11
拠点施設にイルミネーションを設置
部会員、若衆会有志による作業

12 第５回地域活性部会 11月12日（水） 6

・土間ん中イルミネーションについて
・大学フィールドワーク誘致の経過
・校歌をテーマとした郷土意識調査に
ついて

13
「土間ん中イルミネーション」点
灯

11月22日（土）～
１月10日（土）

50日間
拠点施設にイルミネーションを設置し、
点灯

14 ＢＳＮラジオ出演 １月８日（木） 1

・「近藤丈靖の独占ごきげんアワー」番
組内の村上紹介コーナーにて、土間ん
中の紹介
・部会長電話出演

15
にぎわいイベント準備
「土間ん中イルミネーション」撤
去作業

１月17日（土） 9
拠点施設のイルミネーションを撤去
部会員、若衆会有志による作業

16 第６回地域活性部会 １月22日（木） 6

・校歌をテーマとした郷土意識調査に
ついて
・村上キーホルダーガチャの取組につ
いて

17 校歌と郷土に関するアンケート ２月１日（日）～
・アンケート調査開始（web、紙併用）
・回答500サンプル目標

8



18 第７回地域活性部会 ２月18日（水） 7

・村上キーホルダーガチャの取組につ
いて
・令和７年度事業評価、令和８年度事
業計画案の検討

19
村上オリジナルサービス
「村上キーホルダーガチャ」

３月１日（土）～

村上小学校、村上南小学校児童が原
画を作成した「村上キーホルダー」のカ
プセルトイを拠点施設に設置し、観光
客等に提供

20 第８回地域活性部会 ３月９日（月） 9

・令和７年度事業評価、令和８年度事
業計画案の検討
・令和８年度部会員構成及び正副部会
長の選出について

（４）元気づくりプロジェクト事業

事　業　名 実施日 参加者 備　　考

（５）その他

事　業　名 実施日 参加者 備　　考

1 令和７年度報告・交流会 ４月20日（日） 37

・令和７年度総会終了後に開催
・伝統文化部会の取組について、部会
長から紹介
・交流会では、令和６年度お祭り体験
講座・村上大祭生配信ＤＶＤを上映

2
県立村上桜ヶ丘高等学校
地域生活学講話

５月20日（火） 3 講師として参加（会長、事務局）

3
視察受入対応
（群馬県邑楽郡町村議会議長
会）

１月28日（水） 1

・市民協働のまちづくりの推進について
・村上地域まちづくり協議会の取組に
ついて
（事務局対応）
（来訪者10人）

（６）村上地域まちづくり通信

見出し
発行日

（番　号）

1 令和７年度お祭り体験講座
４月15日

（第186号）

2
村上地域まちづくり協議会
令和７年度通常総会議案の掲
載

５月15日
（第187号）

・令和７年度通常総会の議案内容の掲載
・総会での議事における質疑
・景観・環境美化活動の表彰
・５月30日は「ごみゼロ」の日！
・「土間ん中」各種催しのお知らせ

内容

・お祭り体験講座　開催案内
・「土間ん中」各種催しのお知らせ
・令和７年度通常総会開催のお知らせ

令和７年度 事業実施なし

9



3 祝　村上大祭
６月15日

（第188号）

4 村上七夕祭
８月１日

（第189号）

5

～城下町の町並み、景観を活
かした、緑と花の潤いのあるま
ち～
秋の一輪挿し運動

９月１日
（第190号）

6

～城下町の町並み、景観を活
かした、緑と花の潤いのあるま
ち～
秋の一輪挿し運動

10月1日
（第191号）

7
（告知）「土間ん中」イルミネー
ション2025-2026

11月1日
（第192号）

8
住民同士の支え合いを暮らし
の中に～久保多町と塩町で座
談会開催～

12月1日
（第193号）

9
謹賀新年　謹んで新春のお慶
びを申し上げます

１月15日
（第194号）

10

～城下町の町並み、景観を活
かした、緑と花の潤いのあるま
ち～
春の一輪挿し運動

２月１日
（第195号）

11

～城下町の町並み、景観を活
かした、緑と花の潤いのあるま
ち～
春の一輪挿し運動

３月１日
（第196号）

・春の一輪挿し運動、花の配布について
・告知「村上キーホルダーガチャ」
・校歌と郷土に関するアンケート
・土間ん中大演奏会

・春の一輪挿し運動、花の配布について
・校歌と郷土に関するアンケート
・土間ん中大演奏会

・年頭のご挨拶
・令和８年度通常総会について
・祝「村上祭の屋台行事」ユネスコ無形文化遺産
登録
・専門部会員を募集します
・土間ん中大演奏会

・久保多町区、塩町区でのささえあいの仕組み
づくりに向けた座談会開催の様子
・土間ん中大演奏会
・「土間ん中」年末年始休館日のお知らせ

・土間ん中イルミネーション点灯の告知
・城下町探検ウォークを開催しました
・落ち葉集積ボックスの設置お知らせ
・腐葉土配布のお知らせ
・土間ん中大演奏会

・秋の一輪挿し運動、花の配布について
・環境フェスタ村上2025（出展内容）
・秋のイベント情報（むらかみ宵の竹灯籠まつり、
いいねっか村上2025）
・930（草ゼロ）運動 市道南線整備活動報告
・土間ん中大演奏会
・城下町探検ウォーク開催お知らせ

・秋の一輪挿し運動
・秋のイベント情報（環境フェスタ村上2025、むら
かみ宵の竹灯籠まつり、いいねっか村上2025）
・土間ん中大演奏会

・村上大祭関連取組紹介
・歴史と文化が感じられる町並み形成にむけて
・地域活性部会からのお知らせ（お地蔵様スタン
プラリー）
・土間ん中大演奏会
・集落支援員活動しています！

・七夕祭情報
・伝統文化部会からのお知らせ（探検ガイド頒
布）
・土間ん中からのお知らせ（お盆休み）
・土間ん中大演奏会

10
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２．令和７年度 村上地域まちづくり協議会 各部会事業報告 

 

【環境整備部会】方針：美しい町並み景観と豊かな自然環境を守る取り組みを進めます。 

方策①：緑と花のある活動の推進 

 事業①－１ 地域の花ロードの整備 

 (1) 植栽事業 

実施事業 ①村上駅前プランター整備（４月 20 日） 

②市役所前花壇整備（通年、８回） 

③村上小学校花壇（まいづるガーデン）整備（通年、４回） 

対象等 ①村上ロータリークラブ、環境整備部会 

②花ボランティアの会、いわふね地域エコセンター、県立村上桜ヶ丘高等学

校、村上市職員組合、環境整備部会 

③村上小学校、地域住民、環境整備部会 

内 容 ①村上ロータリークラブとの協働活動で、村上駅前のプランターの補修、植

栽を実施した。 

②通年でボランティアによる散水、除草を含む整備活動を実施。村上桜ヶ丘

高等学校で育てた花苗を植栽した。 

③村上小学校の使用していなかった実習畑（愛称「まいづるガーデン」）を活

用し植栽活動を行った。 

成果・課題 ・各種団体との連携・協働した取組が進められており、今後も地域全体への

活動の広がりを目指し、活動を進めていく。 

・市役所前花壇整備では、村上市職員組合と新たな協働取組を行った。日頃、

市役所で勤務している市職員で構成される団体であることから、継続した協

働取組が期待される。 

・小学校花壇については、小学校や保護者団体に協働取組への理解を求め、 

子どもたちを中心とした学校関係者が地域住民と共に花と緑に触れる機会の

創出を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 生垣・庭木の整備（景観形成の取組） 

実施事業 ①景観形成に向けた生垣等の整備促進（山頭火歌碑周辺の生垣整備） 

（６月 14日） 

②冬季の生垣・庭木の整備活動（11 月 27 日、村上南小学校） 

対象等 地域住民、環境整備部会 

駅前ロータリーのプランター整備 市役所前花壇整備 村上小学校花壇整備 
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内 容 生垣や庭木の整備を実施し、町並み景観の維持向上を図った。 

成果・課題 ・景観形成・保全意識の地域全体での活動の広がりを目指して行っている事

業だが、実施エリアの選定や関係町内との調整が困難だった。そのため、活

動が一部の町内や部会内の労務に留まってしまい、地域への波及効果が薄い

ものとなった。 

・事業目的の地域への浸透をより意識し、かつ計画的に今後の取組を進める

必要がある。 

 

 (3) 花一輪挿し運動 

実施事業 ①秋の花一輪挿し運動（９月 15 日から 10月 15 日） 

②春の花一輪挿し運動（３月１日から４月３日） 

対象等 地域住民、事業所等、環境整備部会 

内 容 「屏風まつり」「人形さま巡り」の日程にあわせて実施。両期間とも運動の広

がりと一体感をもった取組を進めるため、花の配布を行った。また、竹製花

器を作製し配布することで、まち並み景観に配慮した取組とした。 

成果・課題 ・定番の事業を予定どおり実施することができ、運動の定着と景観美化の意

識向上などの効果があった。 

・運動の継続に向けて、竹製花器の製作に関わる人員の発掘・育成などが課

題。協議会内外で幅広い声掛けを進める。 

・統一した取組推進の観点から花の配布を実施しているが、物価高騰の折、

配布方法や回数、配布量（本数）、また自治会を主体とした取組推進などにつ

いて、今後検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) ５３０（ごみゼロ）運動、９３０（草ゼロ）運動 

実施事業 ①５３０運動の推進（５月 27日、市道南線・飯野門線の美化活動） 

②９３０運動の推進（９月 27日、市道南線の美化活動） 

対象等 地域住民、県立村上桜ヶ丘高等学校、商工会議所青年部、事業所等、行政、

環境整備部会 

内 容 ５月 30 日を「ごみゼロ」の日、９月 30 日を「草ゼロ」の日と定め、地域の

環境美化活動を推進した。 

成果・課題 ・県立村上桜ヶ丘高等学校や周辺町内、事業所等との協働活動を実施し、ご

み拾いや除草作業を実施し、地域の環境美化活動を進めることができた。 

・地域全体への広がりを目指し、更なる呼び掛けなどによる運動の啓発が必

要である。 

竹製花器の作製 花の配布と竹製花器 
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 事業①－２ 道路の植栽帯の美化、維持管理の推進 

 (5) 道路植栽帯の除草・美化活動 

実施事業 市道等沿線植栽帯の除草・美化活動（(4) 530 運動、930 運動時に実施） 

対象等 地域住民、事業所等、行政、環境整備部会 

内 容 ５月 30 日を「ごみゼロ」の日、９月 30 日を「草ゼロ」の日と定め、地域の

環境美化活動を推進した。（再掲） 

成果・課題 ・県立村上桜ヶ丘高等学校や周辺町内、事業所等との協働活動を実施し、ご

み拾いや除草作業を実施し、地域の環境美化活動を進めることができた。 

・地域全体への広がりを目指し、更なる呼び掛けなどによる運動の啓発が必

要である。（再掲） 

 

方策②：地域の景観整備・環境活動の表彰 

 事業② 地域の景観整備・環境活動の表彰 

実施事業 地域の景観整備・環境活動の表彰 

対象等 地域住民、活動団体 

内 容 地域内で、日頃から景観・環境美化活動に積極的に取り組む団体及び個人へ

感謝状と記念品を贈呈した。 

（団体：鶴寿会（若葉町）、東北電力ネットワーク㈱村上電力センター、 

新潟県立村上桜ヶ丘高等学校） 

（個人：田村清一 様）（若葉町） 

成果・課題 ・３団体と個人１名に感謝状を贈り、その功績を称えるとともに、活動の地

域内における・横展開を図った。 

・地域全体への意欲向上、横展開につなげるため、今後も継続した取組が求

められる。また、情報発信（通信への掲載等）も積極的に行っていく。 

 

方策③：町並み景観形成を促す仕組み・ルール作り 

 事業③ 景観計画、歴史的風致維持向上計画、伝統的建造物群保存事業との連携事業の検討と整備

の推進 

実施事業 景観計画、歴史的風致維持向上計画、伝統的建造物群保存制度についての 

調査・研究 

対象等 環境整備部会 

内 容 各種事業（活動）と連動した制度理解 

成果・課題 ・各種事業（活動）と密接に結びついていて、景観に配慮した活動になって

いるが、部会員内で事業と計画制度理解の連動を図っていくことが課題とな

っている。 

５３０運動、９３０運動の推進 

（写真左：５３０運動（市道南線）、 

写真右：９３０運動（市道南線）） 
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方策④：気軽に自然と親しめる空間の保護保全 

 事業④ 自然と親しめる空間の保護保全 

実施事業 ①お城山整備活動 

（５月 24日一斉清掃、９月 20日外来種駆除活動） 

②種川クリーン作戦（９月 21日地域の美化活動） 

対象等 地域団体、地域住民、環境整備部会 

内 容 お城山の山野草を守る会との協働で保全活動を実施した。 

成果・課題 地域の名所・史跡等の環境を保護保全することは、環境整備とともに郷土愛

の醸成につながるため、今後も関係団体との協働を進め、取り組んでいく必

要がある。 

 

方策⑤：豊かな自然環境を活かした体験プログラムの開発 

 事業⑤ 自然を活かした体験イベントの開催 

実施事業 自然体験交流イベント（５月 10 日、山居山散策、タケノコ掘り体験など） 

対象等 地域団体、地域住民、環境整備部会 

内 容 地域の身近な自然を感じることのできる親子向け体験イベントを企画・実施

した。 

成果・課題 ・大勢の親子に地域の自然に親しむ機会を作ることができた。 

・タケノコ掘り体験や竹製食器づくり体験、タケノコ料理の昼食会など、趣

向を凝らした企画とし、参加者に喜んでいただくことができた。 

・生活安心部会と連携し、子育て環境の維持・向上を図ることができた。 

・地域を代表するお城山や三面川など、別な活動場所についても検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

方策⑥：市民全体のエコプロジェクトの推進 

 事業⑥ 環境に意識した市民プロジェクトの展開 

実施事業 ①堆肥枠の設置（更新）２基 

②堆肥枠からできた腐葉土の配布（11月８日） 

③落ち葉回収ボックスの設置（10月下旬～11 月下旬） 

対象等 関係町内、地域団体、地域住民 

内 容 ①町内等に設置された堆肥枠のうち、劣化の進んだ木製枠をプラスチック製

の枠に更新した。町内周辺の清掃活動の推進と環境への配慮を促した。 

②堆肥枠で生成された雑草、落ち葉の腐葉土を地域住民に無料配布し、環境

美化活動等に活用してもらい、循環型社会に対応した取組をＰＲした。 

③街路樹の多い通り沿いに落ち葉回収ボックスを設置し、落ち葉の回収を促

し景観整備を進めるとともに、落ち葉を堆肥化する取組を行った。 

自然体験交流イベント 

（写真左：タケノコ掘り体験、 

写真右：タケノコ料理の昼食会） 
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成果・課題 ・落ち葉清掃等の環境美化活動を進める中で、堆肥枠を使った環境に配慮し

た活動を展開してきた。徐々に地域にも浸透してきており、今後も継続した

取組が必要である。 

・取組の開始から 10 年以上が経過しており、活動が定着してきている反面、

単なるごみ集積など誤った使い方・認識が散見されている。事業の意図や意

義について改めて周知する必要がある。 

 

○その他：地域活動の啓発 

実施事業 環境フェスタ村上 2025 への出店（10 月５日） 

対象等 地域団体、地域住民 

内 容 これまでの活動をまとめたパネルやリーフレットを作成し、来場者に配布し

て活動の啓発を図った。また、竹製花器を希望者にお配りして、花一輪挿し

運動を推進した。 

成果・課題 ・環境をテーマとした地域イベントへ出店することで、多くの来場者へ環境

整備の取組を広めることができた。 
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【伝統文化部会】方針：城下町村上の伝統文化を継承する取り組みを進めます。 

方策①：伝統文化を次世代に継承する人材の育成 

実施事業 「村上祭の屋台行事」ユネスコ無形文化遺産登録に係る、行政や関係団体と

の連携協力 

対象等 地域住民、関係団体 

成果・課題 ・登録決定の様子を配信したパブリックビューイングにて、会場装飾やまち

づくり通信での特集記事掲載などを通じ、連携した取組を進めた。 

・記念シンポジウム（３月 21日）について、協議会内部で参加促進を図り、

理解を深めた。 

・登録を契機として、文化継承に向けた一層の機運醸成や担い手の育成を図

るべく、今後も取組を進める。 

 

方策②：村上の伝統文化を地域内外に発信・ＰＲするイベントの開催 

 事業② 村上の伝統文化を発信するイベントの開催 

実施事業 ①城下町探検ウォーク（10 月 26 日） 

②伝統文化継承の事業を行う他団体等への支援 

対象等 地域住民、関係団体等 

内 容 ①昨年に続き、城下町探検ガイドⅧのテーマである「稲荷さま巡り」をテー

マに城下町探検ウォークを開催した。市の出前講座申し込みにより、専門的

見地から稲荷神社やお城山周辺の遺構等について解説を聞くことができた。 

また、村上大祭の 400 年祭に向けた“千松山”の復活に向けて、羽黒神社で

松の記念植樹を行った。 

②７月７日村上大祭（本祭）において、屋台行事のＰＲのため、巡行の生配

信を行う事業者に対し支援した。 

成果・課題 ・地域住民が伝統文化について学ぶ機会の確保や文化継承のため、城下町探

検ウォークなどのイベントは当面継続し実施したい。 

・地域が誇る伝統文化を広く発信できるよう、各種団体と連携・協力し事業

を進める。なお、協力支援の際には、主催団体の事業目的を十分確認した上

で、当部会の方針と合致しているかなど、部会において協議することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

方策③：伝統文化の資料作成 

 事業③-１ 地域の伝統文化の調査・研究 

実施事業 地域の伝統文化の調査・研究 

対象等 伝統文化部会 

内 容 ・郷土歴史関連書籍の購入 

伝統文化を発信するイベントの開催 

（写真左：城下町探検ウォーク、 

写真右：村上大祭屋台巡行インターネッ

ト生配信の様子） 
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成果・課題 ・関係書籍・専門書の購入や識者への聞き取りなどにより、調査・研究に継

続して取り組む。 

 

 

 事業③-２ 郷土学習冊子の発行 

実施事業 城下町村上探検ガイドⅨ（村上木彫堆朱としゃぎり屋台）の発行 

対象等 地域住民 

内 容 ・新刊を発行し、郷土の文化を住民が知り、将来に伝える取組とした。 

成果・課題 ・４年振りとなる新刊を発行し、数ある地域の伝統文化継承のための取組を

進めることができた。 

・次号以降のテーマ選定や、今後の発行体制（部会による編集、発行）を早

期に整える必要がある。 

 

方策④：地域で村上大祭を支え、継承していく仕組みの整備 

 事業④ 地域住民が村上大祭に参加できる仕組みの検討 

実施事業 お祭り体験講座（４月 26日） 

対象等 地域住民、関係団体、伝統文化部会 

内 容 ・肴町区の協力をいただき、地域の一体感の醸成とお祭りへの住民参加の仕

組みづくり、後継者の育成などにつなげることができた。 

成果・課題 ・地域全体で祭文化の継承や住民参加につながるような取組を継続して行っ

ていく。 

・住民参加や後継者育成につながっているかなど、効果測定の方法を検討す

る必要がある。 

 
お祭り体験講座 

（協力町内：肴町区） 
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【生活安心部会】 

方針：地域で人を育み、日常的なコミュニティを活性化させる取り組みを進めます。 

   高齢者、障がい者を地域で見守り、支えあう取り組みを進めます。 

方策①：住民同士のささえあいと町内同士の連携を促す場の仕組みの整備 

 事業①-１ 住民同士がささえあう仕組みづくり 

実施事業 生活支援協議体（むらかみ互近所ささえ～る隊）との連携 

対象等 地域住民、関係団体、生活安心部会 

内 容 ・村上互近所ささえ～る隊の開催する会議や研修会に参加し、連携を図った

上で地域内での支え合いの仕組みづくりに向け、啓発活動を行った。 

・久保多町区、塩町区で開催された支え合いの地域づくりに向けた座談会に

出席し、その結果を協議会の広報紙で発信した。 

成果・課題 ・高齢化が進む今般の社会情勢を踏まえ、協議体のほか区長会等と連携した

上で、引続き地域内への浸透を図る。 

・座談会等の開催を促しながら、町内を単位とした取組が広がるよう啓発を

継続するとともに、生活支援協議体と連携し自治会等への支援を進める。 

 

 事業①-２ 共助が機能する自主防災活動の仕組みづくり 

実施事業 地域イベント内での防災啓発ブース出展（市防災士会との連携事業） 

対象等 地域住民、村上市防災士会、生活安心部会 ほか 

内 容 ・地域の防災意識向上のため、環境フェスタ村上 2025 にブース出展し、防災

クイズや防災用品の展示などにより住民の防災意識の向上を図った。 

成果・課題 ・市防災会との協働により、ブースにて多世代が楽しみながら防災のことを

学べる防災クイズを実施し、地域住民の防災知識を高めることができた。 

・昨年度までの反省を踏まえ、大勢の方が集まる屋内イベントへ出展し啓発

を図った。大勢の集客があるイベントだったことから、効果的な啓発活動と

することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

方策②：地域ぐるみで「子ども」「人」を育むための環境と仕組みの整備  

 事業② 子ども育成団体との連携事業の検討（あいさつ、体験活動） 

実施事業 ①あいさつ運動キャラクターグッズの小学校新１年生への配布 

②アプリ『聞き書きマップ』を活用した安全確保の取組（活用研究） 

③育成団体と連携した児童向け安全用品の整備（トレッキングベル寄贈） 

対象等 地域住民、育成団体、小学校、ＰＴＡ等 

内 容 ①あいさつ運動の広がりを目指し、小学生考案のキャラクターを活かした缶

バッジ、反射マスコットを地域小学校新１年生児童に配布した。 

写真左：久保多町区での座談会の様子 

写真右：防災啓発ブースの出展 

（環境フェスタ村上 2025） 
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②部会員が試行を進め、地域での活用方法について検討した。 

③令和３年度に小学校に寄贈したトレッキングベル「見守鈴（みまもりん）」

の劣化・故障が目立っていることから、育成会と連携し、地域内２小学校へ

追加分 90個を寄贈した。 

成果・課題 ・あいさつ運動の重要性は地域内でも大きな関心事であり、今後も引続き運

動の取組を進める。 

・アプリケーションの活用は、部会員が実際に試行を行った。幅広い利活用

の可能性はあると思われるが、地域のあらゆる世代の方が常用するには、も

う少し簡便性が求められると判断したところ。より有効な手段があるか、引

続き研究を進める。 

・育成会と連携のもと、小学校のトレッキングベルを更新することができた。

今後も学校を含めた連携を強化し、児童の安全確保策を講じることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

方策③：町内コミュニティを活性化させるための環境・拠点の整備 

 事業③ 地域交流事業の開催 

実施事業 ①小学校ＰＴＡや育成団体との共催事業 

（７月 27日、救命講習会とプール遊び、村上南小学校おやじの会） 

（２月 14日、両校合同もちつき大会、両校おやじの会） 

②地域の茶の間（三の丸カフェ「まちなかま」）の運営 

対象等 地域住民、小学校ＰＴＡ、子育て団体 

内 容 ①村上南小学校おやじの会主催の救命講習・プール遊びに運営支援を行った。 

また、２月に開催された両校おやじの会合同の餅つき大会にも支援した。 

②毎月第２・第４金曜日に地域の茶の間を開設し、運営した。 

成果・課題 ・小学生保護者と地域団体の交流の機会となった。特に合同餅つき大会では

両校の児童・保護者が大勢参加し、交流が一層深まった。 

・地域の茶の間運営について、一層の啓発を進め、安心して暮らせる地域づ

くりに取り組む。関係者、参加者が無理なく運営・参加できる仕組みづくり

にも配慮していく。 

 

 

 

 

 

 

両校合同餅つき大会 

トレッキングベル「見守鈴（みまもりん）」寄贈 
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【地域活性部会】 

方針：住民が主体となったまちづくりで、観光振興を推進する取り組みを進めます。 

   地域の魅力を活かし、若者が活躍できる取り組みを進めます。 

方策①：新たな観光・交流プログラムの開発・実施 

 事業① 村上オリジナルサービス・販売の支援 

実施事業 ①小学生が作成した「村上キーホルダーガチャ」の取組 

②「村紙バッグ」の取組 

対象等 ①村上小学校児童、村上南小学校児童、地域住民、地域活性部会 

②地域住民、地域活性部会 

内 容 ①地域内の両小学校児童に原画作成していただき、村上キーホルダーを作成

し、拠点施設で提供した。 

②使わなくなったイベントチラシを活用して紙バッグを作製し、地域内商店

や行政・団体に利用していただいた。 

成果・課題 ・小学生が村上のオリジナルサービスを考案し携われることは、村上のＰＲ

とともに児童の郷土愛の醸成にもつながっていると評価できる。今後は小学

生との連携した取組は継続しつつ、地元経済団体等へ商品化の提案などを進

めていく。 

・「村紙バッグ」は、地域内商店のほか、行政・団体等の都内での催しで資料

入れなどとして活用され、廃チラシを活用して幅広く地域をＰＲできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方策②：空き家や地域商店街を拠点としたにぎわい事業の実施 

 事業② 地域商店街を会場としたにぎわいイベントの開催 

実施事業 ①他団体が主催する地域イベントとの連携 

 （５月 11 日、中央商店街振興組合主催 皐月の庭と町屋通り巡りとの連携） 

②お地蔵様スタンプラリー（７月 19 日から 31 日） 

③土間ん中イルミネーション（11月 22 日から１月 10日） 

対象等 地域住民ほか 

内 容 ①村上市中央商店街振興組合が主催する地域イベントへ支援するとともに、

当日の来場者へ協議会の取組を知ってもらうためのチラシを配布した。 

②地域の魅力を再発見することを目的に、地域の伝統行事の一つである「お

地蔵様まつり」にあわせた「お地蔵様スタンプラリー」を開催した。今年度

はリニューアルを図り、新たに九品仏をラリーのチェックポイントに加えた。 

（写真左、中：小学生のイラスト原画カタ

ログと協議会ＨＰ掲載の二次元コード） 

（写真右：地域内商店で活用される『村紙

バッグ』） 
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③冬季の地域のにぎわい創出のため、拠点施設「土間ん中」にイルミネーシ

ョンを設置した。 

成果・課題 ・地域内の他団体が主催するイベントと連携したが、部会内での協議の時間

が不足しており、消化不良となった部分もあった。部会内で効果的な連携に

ついて研究・リサーチを進めていく。 

・スタンプラリーは、九品仏を加えたリニューアルにより、参加者に地域の

新たな魅力・特徴に触れていただくことができた。 

・イルミネーションの設置は、徐々に取組の定着が感じられる。電力の劣化

が目立ってきたため、次年度の早い段階から更新の検討を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

方策③：交流人口を増やすための積極的な情報発信 

 事業③ まちの情報発信・ＰＲ 

実施事業 ①イベント等の広報誌の発行 

②拠点施設等を活用した情報発信・ＰＲ 

③鮭のまち村上のＰＲ 

対象等 地域住民ほか 

内 容 ①お地蔵様スタンプラリーの台紙として「お地蔵様めぐりマップ」を作成し、

地域のＰＲを行った。 

②拠点施設「土間ん中」を運営し、主に市外からの来訪者に対し、観光情報・

イベント情報等を提供した。村上大祭では、施設前で冷茶の振舞いや屋台巡

行のパンフレットを配布した。新たな取組として、「校歌と郷土に関するアン

ケート」を実施し、拠点施設を中心に参加を呼び掛けた。 

③拠点施設で希望者に鮭かざりを配布し、鮭のまち村上のＰＲを図った。 

成果・課題 ・お地蔵様めぐりマップは、スタンプラリーイベントとともに地域内外の方

に非常に好評で、まちのＰＲにつなげることができた。 

・拠点施設を活用した中で地域ＰＲにつなげることができており、引続き取

組を継続する。 

・新たに「校歌と郷土に関するアンケート」の取組を開始した。郷土愛醸成

につながるよう、取組を継続する。 

・鮭のまち村上のＰＲについては、鮭かざりの効果的な掲出方法の検討や呼

び掛け、観光協会等との連携を図り進めていく。 

 

 

 

 

（写真左：本祭 拠点施設前での冷茶振舞い、 

写真右：校歌と郷土に関するアンケートフォーム 

の二次元コード） 

（写真左：九品仏を加えてリニューアルした 

スタンプラリー、 

写真右：イルミネーション設置作業の様子） 
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３．元気づくりプロジェクト事業 

  （内容） 

  ・地域の団体との連携を視野に入れた、地域全体の元気づくりと活性化の推進(協議会全体事業) 

  ・協議会が主体となり、地域の団体との情報交換、交流や結び付きを深める事業 

  ・協議会でしかできない夢を実現する事業（単年度でなく複数年で継続して実施できるもの） 

 

令和７年度はプロジェクト実施なし 

 

４．地域づくり支援事業実績 

   協議会で定めた地域のまちづくりの理念及び将来像の実現のために、村上地域の町内が行う

地域づくりに要する経費について助成した。 

 

 (1) 交流支援事業（１町内２事業まで、上限額：１事業１万円） 

   町内又は複数町内で行う世代間交流やコミュニティの創造促進事業 

No. 町内 補助金交付額 事業内容と主な経費 

1 羽黒町 10,000 円 登山愛好会への活動助成（活動用具の整備） 

2 久保多町 0 円 町内行事（グラウンドゴルフ大会）開催経費→中止 

3 小国町 10,000 円 村上大祭後の清掃活動及び交流会開催経費 

4 
肴町 

9,000 円 一斉清掃後の町内交流会経費 

5 10,000 円 ふれあいまつり（交流会）開催経費 

6 若葉町 0 円 カラオケ同好会の活動（活動用具の整備）→中止 

7 二之町 10,000 円 交流会開催経費 

8 
三之町 

10,000 円 料理教室開催経費 

9 10,000 円 町内レクリエーション（花火大会）開催経費 

10 
新町 

10,000 円 しんまち茶の間の活動助成（活動用具の整備） 

11 10,000 円 納涼祭開催経費 

 合 計 89,000 円 （８町内 11 事業）（うち２事業中止） 

 

 

（写真左：羽黒町区 登山愛好会の活動、写真右：肴町区 ふれあいまつり） 
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５．施設整備等事業事業報告 

 

 (1) 拠点施設の管理運営 

  ①来場者数のまとめ  延べ 2,480 人（地域住民 1,146 人、観光客等 1,334 人） 

                   （令和８年２月末時点） 

  ②会議・事業等での会場使用の状況 

項 目 内容等 

協議会会議等 ４月８日 第１回伝統文化部会 

（22回） ４月 10 日 第１回環境整備部会 

 ４月 15 日 第１回正副会長・部会長会議 

 ５月１日 第１回地域活性部会 

 ６月５日 第２回地域活性部会 

 ７月 14 日 第１回生活安心部会 

 ７月 24 日 第２回環境整備部会 

 ８月６日 第３回地域活性部会 

 ９月 18 日 第２回伝統文化部会 

 10 月６日 第４回地域活性部会 

 11 月 12 日 第５回地域活性部会 

 11 月 21 日 第１回正副会長会議 

 ３月３日 第４回伝統文化部会 

 ３月 12 日 第２回正副会長会議 

協議会事業等 ７月７日 村上大祭 屋台巡行時の冷茶振舞い（地域活性部会） 

 ７月 19～31 日 お地蔵様スタンプラリー応募箱設置（地域活性部会） 

 11 月 22 日～ 

１月 10 日 
「土間ん中」イルミネーション点灯（地域活性部会） 

 １月８日 ラジオ番組で土間ん中の紹介（電話出演） 

（ＢＳＮラジオ「近藤丈靖の独占ごきげんアワー」） 

（地域活性部会） 

 ２月 27～28 日 春の花一輪挿し運動 花の配布（１回目）（環境整備部会） 

 ３月１日～ 村上キーホルダーガチャ提供開始（地域活性部会） 

 ３月 15～16 日 春の花一輪挿し運動 花の配布（２回目）（環境整備部会） 

地域住民利用 ４月～（月１回） 音楽愛好家による定期演奏会（毎月最終日曜日） 

（催し等） ４～５月 

（月１回） 

整体院のワークショップ（体験会） 

 ４～６月 

（月 1回） 

団体による音読、紙芝居、縫い物など 

 ５月 趣味の会（友人と縫い物など） 

 ７月 ペアレントトレーニング受講者のアフターミーティング 
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 (2) 活動用車両の管理・活用 

   活動用車両：ダイハツ ハイゼットローダンプ（令和４年納車） 

   主な活用状況 

    ・事務局用務に伴う移動手段 

    ・協議会事業での活用（例：環境整備部会現場作業、伝統文化部会 お祭り体験講座等） 

    ・地域内の自治会等への貸出しによる活用 ５回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度　村上地域まちづくり協議会　収支決算書

【収入の部】 （単位：円）

予算額 決算額 比　較

1 交付金 11,083,000 11,083,000 0 村上市からのまちづくり交付金

2 補助金 50,000 50,000 0

3 助成金 50,000 20,244 △ 29,756

4 繰越金 1,481,090 1,481,090 0 令和６年度からの繰越金

5 繰入金 350,000 350,000 0 地域づくり支援事業積立金からの繰入

6 雑収入 85,910 56,568 △ 29,342

13,100,000 13,040,902 △ 59,098

【支出の部】 （単位：円）

区分 事　　業 予算額 決算額 比　較

1 組織管理費 4,020,000 4,057,592 37,592

1 社会保険料 420,000 479,030 59,030

2 賃金 1,420,000 1,367,250 △ 52,750

3 報償費 1,420,000 1,420,000 0

4 費用弁償費 10,000 0 △ 10,000

5 事業費 150,000 43,580 △ 106,420

6 会議費 10,000 18,232 8,232

7 備品購入費 50,000 0 △ 50,000

8 広報費 130,000 131,519 1,519

9 事務費 400,000 586,981 186,981

10 渉外費 10,000 11,000 1,000

2 環境整備費（環境整備部会） 820,000 776,836 △ 43,164

1 地域の花ロードの検討・整備 670,000 675,627 5,627

2 地域の景観整備・環境活動の表彰 30,000 20,313 △ 9,687

3
景観計画、歴史的風致維持向上計画、伝統的建造物
群保存事業との連携事業の検討と整備の推進

0 0 0

4 自然と親しめる空間の保護保全 0 0 0

5 自然を活かした体験イベントの開催 40,000 28,506 △ 11,494

6 環境に意識した市民プロジェクトの展開 80,000 52,390 △ 27,610

28

堆肥枠整備ほか

植栽活動、花一輪挿し運動等経費

景観・町内美化活動表彰経費

自然体験イベント開催経費（タケノコ料理材料費、消耗品等）

報告・交流会会場使用料

通常総会看板作成料、役員会時等お茶代

まちづくり通信用紙代、印刷機消耗品

保険料、消耗品、手数料ほか

協議会対外的経費（役員の研修参加費等）

内　　訳

事務補助員社会保険料

事務補助員賃金

役員等報償

区　　　分 内　　訳

村上地区青少年健全育成会補助金

道路環境保全活動等促進助成金

資料頒布代金、預金利息、一輪挿し運動運営協力金ほか

合　　　計

4



3 伝統文化費（伝統文化部会） 730,000 579,667 △ 150,333

1 地域の伝統文化の学習会の開催 0 0 0

2 村上の伝統文化を発信するイベントの開催 250,000 136,620 △ 113,380

3 小学生向けの郷土学習冊子の発行 20,000 0 △ 20,000

4 地域の伝統文化の調査・研究 200,000 199,980 △ 20

5 地域住民が村上大祭に参加できる仕組みづくり 260,000 243,067 △ 16,933

4 生活安心費（生活安心部会） 730,000 296,175 △ 433,825

1 自主防災活動の研修会（情報交換） 250,000 67,683 △ 182,317

2 子ども育成団体との連携事業 380,000 100,174 △ 279,826

3 地域交流行事の開催 100,000 128,318 28,318

5 地域活性化費（地域活性部会） 730,000 643,484 △ 86,516

1 村上オリジナルサービス・販売の支援 150,000 124,454 △ 25,546

2 地域商店街を会場にしたにぎわいイベントの開催 280,000 185,624 △ 94,376

3 まちの情報発信・ＰＲ 300,000 333,406 33,406

6 元気づくりプロジェクト事業 200,000 0 △ 200,000

1 元気づくりプロジェクト事業費 200,000 0 △ 200,000

7 地域づくり支援事業 3,310,000 3,833,000 523,000

1 交流支援事業 150,000 89,000 △ 61,000

2 伝統行事支援事業 120,000 189,000 69,000

3 美しい町並み事業 640,000 666,000 26,000

4 町内活性化支援事業 2,400,000 2,889,000 489,000

8 施設整備事業費 2,550,000 2,475,037 △ 74,963

1 拠点施設管理運営費 1,900,000 1,881,781 △ 18,219

2 事業備品等整備事業 50,000 38,530 △ 11,470

3 活動用自動車管理費 600,000 554,726 △ 45,274

9 積立金 0 0 0

10 予備費 10,000 0 △ 10,000

合　　計 13,100,000 12,661,791 △ 438,209

収入合計 13,040,902
支出合計 12,661,791
差し引き 379,111 残金は次年度へ繰り越します。
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活動用車両リース料、任意保険料、燃料費、車庫賃借料

拠点施設「土間ん中」の管理・運営費

事業備品（のぼり旗、脚立）購入費

８町内11事業

11町内19行事

21町内

19町内20事業

村上キーホルダーガチャ作製経費、村紙バッグ作製経費

お地蔵様スタンプラリー、土間ん中イルミネーション経費

お地蔵様スタンプラリーパンフレット印刷費、村上大祭パンフレット印刷費ほか

各種団体等と連携した地域全体の活性化推進事業
協議会でしかできない夢を実現する事業（令和７年度実施なし）

お祭り体験講座開催経費

防災グッズチェックリスト印刷費、防災啓発ブース運営経費ほか

あいさつ運動啓発グッズ、トレッキングベル更新経費

村上小・村上南小おやじの会との連携事業経費

城下町探検ウォーク、村上大祭生配信への支援

郷土学習冊子新刊発行（城下町村上探検ガイドⅨ）

5



積立金の名称

積立の目的

積立開始
年月日

積立終了予定
年月日

保有方法

異動年月日 異動事由 増加額 減少額 現在高 備　　　考

H30.3.30 設置 1,000,000 0 1,000,000

H30.8.11 預金利子 4 0 1,000,004

H31.2.9 預金利子 4 0 1,000,008

H31.3.29 H30積立金 1,000,000 0 2,000,008

R1.8.10 預金利子 7 0 2,000,015

R2.2.15 預金利子 9 0 2,000,024

R2.3.13 繰出金 2,000,000 24

R2.3.13 R1積立金 1,000,000 1,000,024

R2.8.15 預金利子 5 1,000,029

R3.2.13 預金利子 4 1,000,033

R3.3.31 R2積立金 1,000,000 2,000,033

R3.8.14 預金利子 7 2,000,040

R4.2.12 預金利子 8 2,000,048

R4.8.13 預金利子 8 2,000,056

R5.2.11 預金利子 8 2,000,064

R5.8.12 預金利子 8 2,000,072

R6.2.10 預金利子 8 2,000,080

R6.8.10 預金利子 124 2,000,204

R7.2.15 預金利子 791 2,000,995

R7.8.9 預金利子 1,416 2,002,411

R8.2.14 預金利子 1,812 2,004,223

普通預金（新潟県労働金庫）

積 立 金 台 帳

元気づくりプロジェクト等積立金
（令和８年２月　Ｍ・Ｃ・Ｄ・Ｐ積立金から名称変更）

元気づくりプロジェクト事業をはじめとした、地域全体の元気づく
りや活性化を図るための事業実施に向けて積み立てるもの
協議会でしかできない夢を実現する事業の実施に向けて積み立てるもの

平成30年3月30日

令和14年3月31日（令和９年3月31日）
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積立金の名称

積立の目的

積立開始
年月日

積立終了予定
年月日

保有方法

異動年月日 異動事由 増加額 減少額 現在高 備　　　考

R3.3.31 設置 2,000,000 0 2,000,000

R3.9.12 預金利子 8 2,000,008

R4.3.13 預金利子 8 2,000,016

R4.3.31 繰出金 2,000,000 16

R6.3.19 R5年度積立金 1,000,000 1,000,016

R6.9.11 預金利子 75 1,000,091

R7.3.9 預金利子 403 1,000,494

R7.5.13 繰出金 350,000 650,494

R7.9.14 預金利子 625 651,119

R8.3.15 預金利子 550 651,669

普通預金（村上信用金庫本店）

積 立 金 台 帳

地域づくり支援事業積立金

地域づくり支援事業のうち、５年間の中で活用できる「町内活性化
支援事業（補助限度額30万円）」の予算執行残額分を積立するもの

令和3年3月31日

令和9年3月31日
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監査報告書

　村上地域まちづくり協議会規約第19条の規定に基づき、令和7年度の監査を

実施しましたので、その結果を下記のとおり報告いたします。

記

1　監査実施日 令和8年4月2日（木）　午後1時30分～

2　監査実施場所 村上市役所　5階　ミーティング室

3　監査の結果

1）令和7年度の収支決算は正確なものであり、現金（預金通帳残高）及び

　積立金（基金台帳）について、関係諸帳簿及び領収書等を照合の結果、

　適正に処理されており良好であると認めました。

2）令和7年度の実施事業等について、事業報告書及び関係書類を確認した

　結果、計画に基づいた実施状況であると認めました。

令和8年4月2日

監事水谷又江（蓼

23
h
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第２号議案 

 

令和８年度事業計画及び収支予算（案）について 

 

 

令和８年度事業計画及び収支予算（案）について、承認を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月 11 日 提出 

 村上地域まちづくり協議会 

  会長 木村 三男 

   

令和８年４月 11 日 議決 

 村上地域まちづくり協議会 

  総会議長 髙橋 悟 
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令和８年度 村上地域まちづくり協議会 事業計画書（案） 
（※事業内容欄：令和８年度新規取組はゴシック体） 

 

（１）総会 

事業・活動名 内容等 実施時期 

１ 通常総会 ・事業報告、決算報告、事業計画、予算ほか審議 ４月 11 日 

 

（２）役員会等 

事業・活動名 内容等 実施時期 

１ 役員会 ・総会に付議する事項及び本会の運営に関する事項を審議 年５回程度 

２ 専門部会 ・事業実施に向けた企画・立案及び運営のための会議 必要の都度 

３ 正副会長・部会長 

会議 ・運営に係る情報共有、企画検討について 

・各部会の事業連携等について 

必要の都度 

４ 専門部会長・ 

副部会長会議 
必要の都度 

５ 研修事業 

・地域の将来像の実現に向けた学習会、役員・専門部会

員・町内代議員相互や他地域まちづくり組織等との交流

会を開催 

必要の都度 

・雑誌『ソトコト』編集長 指出一正氏 書籍出版記念

講演会の開催（関係人口創出）（市内 17 地域まちづくり

組織共同開催） 

４～６月 

（別途日程調整） 

６ 専門委員会・実

行委員会・プロジェ

クトチーム など 

・地域の将来像の実現に向けた事業実施に向けた企画・

立案及び運営を他団体や住民、各部会の連携により取り

組む実行委員会等 

必要の都度 

７ 地域まちづくり

組織連絡協議会（仮）

設立に向けた検討会 

・旧村上市の５地域まちづくり組織（村上、岩船、瀬波、

山辺里、上海府）での連絡協議会（仮）設立に向けた検

討・準備（連絡協議会では、組織間の情報交換、地域課

題解決に向けた合同事業等を実施予定） 

必要の都度 

８ その他 ・各種会議等への出席 通年 

 

（３）各専門部会の事業 

【環境整備部会】 
方策①：緑と花のある活動の推進 

事   業 地域の花ロードの検討・整備 

評価項目 緑と花の整備状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

植栽事業 

・駅前プランター整備（村上ＲＣ協働事業） ４月 

・市役所前花壇整備 

（花ボランティアの会等協働事業） 
通年 

・村上小学校花壇（まいづるガーデン）整備 通年 

景観形成の取組 

（生垣・庭木等の整備促進） 

・村上大祭前の整備 地域（町内）

と調整後に 

決定 ・冬囲い 

花一輪挿し運動 
・秋の運動(竹伐採、花器作製、花配布) ９～10 月 

・春の運動(竹伐採、花器作製、花配布) ２～３月 

５３０（ごみゼロ）運動 

９３０（草ゼロ）運動 

・５３０（ごみゼロ）運動の推進（啓発含む） ５月 30 日 

・９３０（草ゼロ）運動の推進（啓発含む） ９月 30 日 
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事  業 道路の植栽帯の美化、維持管理の推進 

評価項目 美化、維持管理の進捗状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

道路植栽帯の除草・美化活動 
・市道等沿線植栽帯の除草・美化活動 

・周辺町内、事業所等との連携した活動 

530 運動、930

運動と連動し

て実施 

方策②：地域の景観整備・環境活動の表彰 

事  業 地域の景観整備・環境活動の表彰 

評価項目 表彰の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

地域の景観整備・環境活動の

表彰 
・地域の景観整備・環境活動の表彰を実施 

３月推薦 

４月表彰 

方策③：町並み景観形成を促す仕組み、ルールづくり 

事  業 
景観計画、歴史的風致維持向上計画、伝統的建造物群保存事業との連携事業の検討と

整備の推進 

評価項目 計画保全、活かし方、整備支援等の整備状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

専門部会内での調査・研究 
・各種活動を通じた関連計画等の研究、推進状況 

の理解向上 
通年 

 方策④：気軽に自然と親しめる空間の保護保全 

事  業 自然と親しめる空間の保護保全 

評価項目 自然を体感できる空間の保護保全状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

自然と親しめる空間の保護

保全活動（保護団体等との協働） 

・お城山一斉清掃 

・種川クリーン作戦 

５月 

９月 

方策⑤：豊かな自然環境を活かした体験プログラムの開発 

事  業 自然を活かした体験イベントの開催 

評価項目 自然を体感できるプログラムの開発や事業の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

自然を活かした体験イベン

トの開催 

・自然体験交流イベント 

（山居山の散策、タケノコ掘り体験など） 

５月９日 

（予定） 

方策⑥：市民主体のエコプロジェクトの推進 

事  業 環境に意識した市民プロジェクトの展開 

評価項目 地域環境を守る活動の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

堆肥枠の有効活用 
・設置自治会等へ活用方法の再周知・啓発強化 

・設置済み堆肥枠の点検 
通年 

 

【伝統文化部会】 
 方策①：伝統文化を次世代に継承する人材の育成 

事  業 地域の伝統文化の学習会の開催 

評価項目 伝統文化を伝える事業実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

伝統文化継承及び人材育成

に向けた地域内の機運醸成 

・「村上祭の屋台行事」継承のための、行政や関

連団体との連携協力 
通年 
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方策②：村上の伝統文化を地域内外に発信・PRするイベントの開催 

事  業 村上の伝統文化を発信するイベントの開催 

事業評価 伝統文化を活かす活動の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

村上の伝統文化を発信する 

イベントの開催 

・城下町探検ウォーク 
10 月または 

11 月 

・他団体等が伝統文化の発信を目的に実施する

イベント等への支援、事業協力等 
通年 

 方策③：伝統文化の資料作成  

事  業 地域の伝統文化の調査・研究 

事業評価 伝統文化を伝える活動の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

地域の伝統文化の調査・研究 ・地域の伝統文化の調査（書籍による研究等） 通年 

事  業 郷土学習冊子の発行 

事業評価 伝統文化を伝える活動の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

郷土学習冊子の頒布 ・城下町村上探検ガイドⅠ～Ⅸの頒布 通年 

方策④：地域で村上大祭を支え、継承していく仕組みの整備 

事  業 地域住民が村上大祭に参加できる仕組みの検討 

事業評価 
・地域が一体となった祭行事の実施状況 

・村上大祭に参加できる仕組み、更に魅力を高める取組み、屋台を守る仕組みの整備状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

お祭り体験講座 

・お囃子演奏体験 

・トキ屋台乗り子・曳き廻し体験 

（全国山・鉾・屋台保存連合会理事総会２日目と

同日開催） 

５月 10 日 

・大工町祭屋台修繕記念曳き廻し行事との連携

取組（特別企画） 
６月７日 

 

【生活安心部会】 
方策①：住民同士のささえあいと町内同士の連携を促す場の仕組みの整備 

事  業 住民同士がささえあう仕組みづくり 

事業評価 
・生活支援協議体（互近所ささえ～る隊）との連携状況 

・住民同士のささえあいの状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

生活支援協議体（むらかみ互

近所ささえ～る隊）との連携 

・会議、研修会への参加、事業連携、啓発活動 

・町内への取組普及のための座談会等の実施 

・防災啓発活動との連動 

通年 

事  業 共助が機能する自主防災活動の仕組みづくり 

事業評価 

・防災意識啓発活動の実施状況 

・町内連携の活動の実施状況 

・町内単位で参加できる地域行事の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

防災意識啓発活動 

・市防災士会、町内等と連携した防災啓発活動 

 （環境フェスタでのブース出展を予定） 

・町内と連携した防災訓練等の実施検討 

通年 

方策②：地域ぐるみで「子ども」「人」を育むための環境と仕組みの整備 

事  業 子ども育成団体との連携事業の検討（あいさつ、体験活動） 
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事業評価 
・日常のあいさつの状況 

・地域で子どもを育む活動の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

あいさつ運動 
・あいさつ運動キャラクターを活かした事業 

・学校や育成団体との連携強化 
通年 

地域内の安全点検の推進 
・専用アプリなどを活用した安全確保取組の研

究・検討 
通年 

育成会と連携した子どもの

安全を確保する取組の推進 

・トレッキングベル「見守鈴（みまもりん）」

の役割再周知と更新（故障などのチェック） 
通年 

 

 方策③：町内コミュニティを活性化させるための環境・拠点の整備 

事  業 地域交流行事の開催 

事業評価 ・多くの人が参加できる地域行事や、つどえる拠点の整備状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

小学校ＰＴＡや育成団体と

の共催事業 

・ＰＴＡや保護者団体（おやじの会等）の活動支

援、交流事業の企画・検討 
通年 

地域の茶の間運営 
・地域の茶の間「三の丸カフェまちなかま」の開

設・運営 
通年 

（第２、４金曜日） 

  

【地域活性部会】 
方策①：新たな観光・交流プログラムの開発・実施 

事  業 村上オリジナルサービス・販売の支援 

事業評価 観光客に向けての受け入れ態勢（サービス、商品など）の整備状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

村上オリジナルサービス・販

売の支援検討・実施 

・廃チラシを活用した『村紙バッグ』の作製・活

用 

・小学校と連携した『村上キーホルダー』作製 

・ご当地グッズ開発による地域活性取組の研究・

検討 

通年 

方策②：空き家や地域商店街を拠点としたにぎわい事業の実施 

事  業 地域商店街を会場としたにぎわいイベントの開催 

事業評価 空き家や地域商店街を拠点とした、にぎわい事業の実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

にぎわいイベントの開催 

・地域資源を活用したスタンプラリー等のイベ

ント企画 

・拠点施設のイルミネーション点灯 

・地域団体との連携取組 

通年 

方策③：交流人口を増やすための積極的な情報発信 

事  業 まちの情報発信・ＰＲ 

事業評価 まちの情報を発信、ＰＲの実施状況 

事業・活動名 内容等 実施時期 

地域情報の発信 

・イベント等の広報誌の発行 

・拠点施設等を活用した情報発信・ＰＲ 

・ＳＮＳを活用した広報 

通年 

大学生等のフィールドワー

ク誘致 

・地理学等を題材にした大学ゼミの誘致取組（地

域ＰＲ、交流・関係人口の創出） 
通年 

校歌を起点とした愛郷意識

の醸成 
・校歌と郷土に関するアンケートの実施 通年 
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（４）まちづくり通信 

事業・活動名 内容等 実施時期 

まちづくり通信の発行 協議会活動を地域住民に向け発信する 通年 

 

（５）元気づくりプロジェクト事業 
・地域の団体との連携を視野に入れた、地域全体の元気づくりと活性化の推進（協議会全体事業） 

・協議会が主体となり、地域の団体との情報交換、交流や結び付きを深める事業 

・協議会でしかできない夢を実現する事業（単年度でなく複数年で継続して実施できるもの） 

事業・活動名 内容等 実施時期 

ユネスコ無形文化遺産登録

祝賀イベントとの連携取組 
・イベント実行委員会との連携、イベント支援 ７月５日 

 
 

（６）地域づくり支援事業 
村上地域まちづくり協議会 地域づくり支援事業補助金交付要綱により支援 

事業・活動名 内容等 予定数 

１ 交流支援事業 
町内又は複数町内で行う世代間交流やコミュニ

ティの創出促進事業 
15 事業 

２ 伝統行事支援事業 伝統行事の受け入れ事業 14 行事 

３ 美しい町並み事業 環境整備事業 15 町内 

４ 町内活性化支援事業 
町内の課題解決や活動の充実、地域の活性化に

つながる事業 
９町内 

 

（７）施設整備等事業 

事業・活動名 内容等 実施時期 

１ 拠点施設の管理運営 
協議会の拠点施設コミュニティ空間「土間

ど ま

ん中
なか

」

を運営し、団体や事業所、自治会や住民の協力の

もと、地域づくり活動の活性化を推進する。 

通年 

２ 事業備品等整備事業 事業備品購入・修繕費 通年 

３ 活動用自動車管理 
協議会の活動に使用する自動車（軽トラック）の

リース 
通年 
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【収入の部】 （単位：円）

本年度 前年度 比較増減 内　　　　訳

11,134,000 11,083,000 51,000 地域まちづくり交付金

50,000 50,000 0 村上地区青少年健全育成会補助金

50,000 50,000 0 道路環境保全活動等促進助成金

379,111 1,481,090 △ 1,101,979

1,150,000 350,000 800,000
元気づくりプロジェクト等積立金から繰入（500,000円）
地域づくり支援事業積立金から繰入（650,000円）

36,889 85,910 △ 49,021 事業協力金、預金利子他

12,800,000 13,100,000 △ 300,000

【支出の部】 （単位：円）

区分 事　　　業 本年度 前年度 比較増減 内　　　　訳

１　組織管理費 3,930,000 4,020,000 △ 90,000

１　社会保険料 480,000 420,000 60,000 事務補助員社会保険料

２　賃金 1,440,000 1,420,000 20,000 事務補助員賃金

３　報償費 1,330,000 1,420,000 △ 90,000 役員等報償

４　費用弁償費 0 10,000 △ 10,000

５　事業費 80,000 150,000 △ 70,000 報告会経費、研修事業等

６　会議費 10,000 10,000 0 茶葉等購入代

７　備品購入費 0 50,000 △ 50,000

８　広報費 130,000 130,000 0 用紙代、印刷機消耗品

９　事務費 450,000 400,000 50,000 保険料、消耗品、手数料ほか

１０　渉外費 10,000 10,000 0 協議会対外的経費

620,000 820,000 △ 200,000

１　地域の花ロードの検討整備 500,000 670,000 △ 170,000 花一輪挿し運動、花壇植栽事業等

２　地域の景観整備・環境活動の表彰 30,000 30,000 0 表彰の実施

３　景観計画、歴史的風致維持向上計画、伝統的建造物群
保存事業との連携事業の検討と整備の推進

0 0 0

４　自然と親しめる空間の保護保全 0 0 0 他団体が実施する環境整備活動への参加

５　自然を活かした体験イベントの開催 30,000 40,000 △ 10,000 自然体験イベント開催経費

６　環境に意識した市民プロジェクトの展開 60,000 80,000 △ 20,000 落ち葉堆肥枠設置ほか

合　　　　計

２　環境整備費　（環境整備部会）

令和８年度　村上地域まちづくり協議会　収支予算書（案）

区　　　　分

１　交付金

２　補助金

３　助成金

4
0

４　繰越金

５　繰入金

６　雑収入



530,000 730,000 △ 200,000

１　地域の伝統文化の学習会の開催 0 0 0

２　村上の伝統文化を発信するイベントの開催 150,000 250,000 △ 100,000 地域の魅力発見イベント開催

３　地域の伝統文化の調査・研究 10,000 20,000 △ 10,000 地域の伝統文化の調査（書籍購入等）

４　郷土学習冊子の発行 100,000 200,000 △ 100,000 城下町村上探検ガイド印刷費

５　地域住民が村上大祭に参加できる仕組みづくり 270,000 260,000 10,000 お祭り体験講座

530,000 730,000 △ 200,000

１　ささえあい・自主防災活動の仕組みづくり 180,000 250,000 △ 70,000 住民同士の支え合い推進の啓発事業、自主防災啓発事業

２　子ども育成団体との連携事業 230,000 380,000 △ 150,000
あいさつ運動促進事業、地域内の安全点検、
育成団体と連携した児童の安全を確保する取組

３　地域交流行事の開催 120,000 100,000 20,000 保護者団体等との交流行事、地域の茶の間運営

530,000 730,000 △ 200,000

１　村上オリジナルサービス・販売の支援 100,000 150,000 △ 50,000 オリジナルサービス実施経費

２　地域商店街を会場としたにぎわいイベントの開催 180,000 280,000 △ 100,000 イベント開催費等

３　まちの情報発信・ＰＲ 250,000 300,000 △ 50,000 まちの情報発信・PR

６　元気づくりプロジェクト事業費 500,000 200,000 300,000

１　元気づくりプロジェクト事業 500,000 200,000 300,000 各種団体等と連携した地域全体の活性化推進事業

７　地域づくり支援事業費 3,590,000 3,310,000 280,000

１　交流支援事業 150,000 150,000 0 10,000円×15事業

２　伝統行事支援事業 140,000 120,000 20,000 10,000円×14行事

３　美しい町並み事業 600,000 640,000 △ 40,000 40,000円×15町内

４　町内活性化支援事業 2,700,000 2,400,000 300,000 300,000円×９町内

2,550,000 2,550,000 0

1　拠点施設管理運営費 1,920,000 1,900,000 20,000 拠点施設の管理・運営費

2　事業備品等整備事業 30,000 50,000 △ 20,000 事業備品の購入・維持管理費

３　活動用自動車管理費 600,000 600,000 0 車両リース料、保険料、ガソリン代

0 0 0

積立金 0 0 0

20,000 10,000 10,000

12,800,000 13,100,000 △ 300,000
収支差引き残高 0円 ※会長は、予算の範囲内で区分・事業間の流用ができるものとする。

4
1

10　予備費

合　　　　計

３　伝統文化費　（伝統文化部会）

４　生活安心費　（生活安心部会）

５　地域活性化費　（地域活性部会）

８　施設整備等事業費

９　積立金
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第３号議案 

 

役員（会長、副会長及び監事）の承認について 

 

 

村上地域まちづくり協議会規約第６条第２項の規定により、会長１名、副会長２名、

監事２名を役員会において以下のとおり選出しましたので、承認を求めます。 

 

 

村上地域まちづくり協議会 役員（案） 

役 職 氏  名 町  名 

会 長 木村
き む ら

 三男
み つ お

 飯野一丁目 

副会長 丹羽
に わ

 正玄
しょうげん

 羽黒町 

副会長 伊部
い べ

 厚子
あ つ こ

 山居町二丁目 

監 事 髙
たか

橋
はし

 淳一
じゅんいち

 塩町 

監 事 澤
さわ

   治
おさむ

 飯野三丁目 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月 11 日 提出 

 村上地域まちづくり協議会 

  会長 木村 三男 

   

令和８年４月 11 日 議決 

 村上地域まちづくり協議会 

  総会議長 髙橋 悟 
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第４号議案 

 

 

村上地域まちづくり協議会規約の一部改正について 

 

村上地域まちづくり協議会規約第 13 条第 7 項第２号の規定により、村上地

域まちづくり協議会規約の一部改正について、承認を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月 11 日 提出 

 村上地域まちづくり協議会 

  会長 木村 三男 

   

令和８年４月 11 日 議決 

 村上地域まちづくり協議会 

  総会議長 髙橋 悟 
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村上地域まちづくり協議会規約新旧対照表 

新 旧 

第１条～第２条 （略） 

 

 (事務所） 

第３条 本会の事務所は、村上市役所むらかみ暮

らし推進課内（村上市三之町 1番 1号）に置く。 

 

第４条～第 16条 (略） 

 

（事務局） 

第 17 条 本会の円滑な運営及び事業実施に資す

るため、事務局を置く。 

２ 事務局には、事務局員を置きむらかみ暮らし

推進課担当職員を充てる。 

３ 役員会は、役員会を構成する役員の２分の１

以上の出席により成立するものとする。 

４ 事務局員は、本会の事務及び会計事務を処理

する。 

 

第 18条～第 22条 (略） 

 

附 則 

この規約は、平成 24年 3月 18日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和４年４月 17 日から施行し、

令和４年４月１日から適用する。 

附 則 

この規約は、令和８年４月 11 日から施行し、

令和８年４月１日から適用する。 

 

別表（略） 

 

第１条～第２条 (略） 

 

 (事務所） 

第３条 本会の事務所は、村上市役所市民課内

（村上市三之町 1番 1号）に置く。 

 

第４条～第５条 (略） 

 

 （事務局） 

第 17 条 本会の円滑な運営及び事業実施に資す

るため、事務局を置く。 

２ 事務局には、事務局員を置き市民課担当職員

を充てる。 

３ 役員会は、役員会を構成する役員の２分の１

以上の出席により成立するものとする。 

４ 事務局員は、本会の事務及び会計事務を処理

する。 

 

第 18条～第 22条 (略） 

 

  附 則 

この規約は、平成 24年 3月 18 日から施行する。 

 附 則 

この規約は、令和４年４月 17 日から施行し、

令和４年４月１日から適用する。 

 

別表（略） 

 


